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映画『火垂るの墓』で、主人公が妹と雨の中歩いているシーン
「あめあめふれふれ、にいちゃんが～」と口ずさむ

権利処理はどうする?

「引用」は使える?

権利者は?

「あめふり」作詞北原白秋（1885-1942）発表は1925年
今ならパブリックドメイン。映画制作は1988年

JASRACに録音使用申請。（上映や放送、ビデオ使用は
別途その都度、映画会社、テレビ局、ビデオメーカーが
申請

替え歌であることは何か問題があるか?

同一性保持権の問題は?



人格権なので一身専属（著作権法５９条）

死後の人格的利益の保護（法６０条）
「ただし、その行為の性質及び程度、社会的事情の変動そ
の他によりその行為が当該著作者の意を害しないと認めら
れる場合は、この限りでない。」

誰がいつまで権利主張できるのか?

遺族（孫まで）死後７０年間、損害賠償、名誉回復措置
の請求（法１１５条、１１６条）

実際のやりとり

一言一句おろそかにしない血のにじむような苦労を見て
いる。替え歌などまかりならん。（継承者）

そんなに大切なら、金庫に入れてしまっておけばよい。
（監督）

JASRACに念書を差し入れ、替え歌で使用。



著作権の知識はどこで必要か

出版したい 出版物の中
で使いたい

創作の参考
にしたい

著作権はあるのか? 著作者・著作権者は誰か?

出版契約
「出版権設
定の意義」

利用許諾

許諾なく利用
「引用」など

パクリの限界
「依拠と類似」
「表現とアイ
ディア」



著作権をどう理解するか
（１）著作権は何のための制度か

著作物が「公共の財産」ともなることにより、著作者の権利に優先して保護することが妥当な利用

「著作権制限
規定」

「保護期間」

著作物の利用による経済的利益を著作者側に還元することが創作行為のイン
センティブとなる「財産権」的要素

「複製権」

「送信権」

「著作隣接権」

人の精神的な営みであるから保護される「人格権」的
要素

「同一性保持権」
「公表権」

「氏名表示権」



著作権をどう理解するか
（２）法律の規定をどう使い、契約でどう修正するのか

著作物の定義

•「創作性のある表現」が保護される、というのが法の建前

•「表現」と「アイディア」→「原作」と「原案」

•「複製」か「二次的著作物」か「全く別の著作物」

著作者の認定

•誰が「創作行為」をしたか、という事実で認定

•「編集著作」「職務著作」「共同著作」「映画の著作者と著作権者」



著作権をどう理解するか
（２）法律の規定をどう使い、契約でどう修正するのか

著作権の内容

•著作権は「支分権」の束

•「複製権」「公衆送信権」「翻案権」

著作権の制限

•「制限規定」は個別列挙だが、平成３０年改正で包括的な規定
も登場

•平成２１年・２４年・３０年改正



著作権をどう理解するか
（２）法律の規定をどう使い、契約でどう修正するのか

権利の取引

•「財産権」規定は「物権」類似

•「権利譲渡」「信託的譲渡」「ライセンス（利用許諾）」

著作者人格権

•譲渡不可能な権利

•「人格権不行使特約」



ご清聴ありがとうございました
直近の著作
『電子書籍・出版の契約実務と著作権（第２版）』（民事法研究会）
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